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医療機器承認番号 30200BZX00281000 

 機械器具 74  医薬品注入器  

管理医療機器 単回使用注排用先丸針 30889012  

 サイドホールアーチカニューラ  

再使用禁止   

 

【禁忌・禁止】 

 再使用禁止  

 

  【形状・構造及び原理等】 

  〈構造図（代表図）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〈原材料〉 

構成部品 原材料 

針管 ステンレス鋼 

針基 ポリプロピレン 

 

  〈仕様〉 

外径 ゲージ 有効長 引抜強度 

1.8 ㎜ 15G 
100～265 ㎜ 69N 

1.6 ㎜ 16G 

 

  〈原理〉 

   本品は、シリンジと接続し、目的部位にサイドホールを介して薬

液等の投与又は排出を行う。 

 

  【使用目的又は効果】 

   本品は、医薬品等の液体を投与又は排出するために用いる。 

 

  【使用方法等】 

   1. 包装から本品を取り出します。 

   2. 本品の針基をシリンジに確実に接続します。 

   3. カバーを引いて取り外します。 

   4. あらかじめ切開した開口部から本品を目的部位まで挿入し、薬

液等の注入又は排出を行います。 

 

  〈使用方法等に関連する使用上の注意〉 

   1. 開口部(小切開部)から挿入すること。[本製品の先端は刃を有

さないため、開口部(小切開部)以外からの挿入は組織を損傷す

るおそれがある。] 

   2. シリンジと接続する際は、次の事項に注意すること。 

   (1) 過度な締めつけをしないこと。［針基の破損が生じ、液漏れ、

空気混入が生じるおそれがある。］ 

   (2) シリンジの接続部に薬液が付着した場合は、薬液をふきとり、

本品と接続すること。［接続部に緩みが生じる。］ 

   (3) カバーを付けたまま接続すること。 

   (4) 緩みや外れが生じないように確実に接続し、液漏れ等の異常

がないことを確認すること｡ 

   3. 使用中に横方向の力を加えないこと。［針管又は針基に曲がり

や破損が生じるおそれがある。］ 

 

  【使用上の注意】 

  〈重要な基本的注意〉 

   1. 使用中は針基接続部の緩み、液漏れ及び破損等に注意し、定期

的に確認すること。 

   2. 高圧注入器を用いて注入しないこと。[組織を損傷させたり、

本品が破損したりするおそれがある。] 

 

  〈不具合・有害事象〉 

   1. その他の不具合 

空気混入、漏れ、外れ、緩み、破損、変形 

   2. その他の有害事象 

組織損傷 

 

  【保管方法及び有効期間等】 

  〈有効期間〉 

   3 年［自己認証（当社データ）による］ 

   包装の使用期限欄を参照すること。 

 

  【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

   製造販売業者 

   株式会社ジェイ・エム・エス 

 

   問い合わせ先 

   TEL 03-6404-0603 

カバー

針管 サイドホール 針基 


